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オオスカシバ(透明な翅をもちホバーリ

ングするスズメガ)の幼虫の食害を受け

やすい。幼虫(イモムシ)を駆除する。 

剪定は花後早目にする。夏には翌年の花

芽が形成されるので遅れると花付が悪く

なる。花は次第に黄味を帯びてくる。八

重咲品種は結実しないので花柄を取り除

くとよい。 

暖地の湿り気ある場所が適地。乾燥を嫌

うので強い日差しを避けて配植。生長が

遅く日陰地にも適応する。刈り込まなく

ても艶（つや）のある葉を密生させるの

でまとまりやすい。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ 耐 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

コクチナシは、中国南部原産の外来種。クチナ

シは在来種で、静岡以西に自生する。 

Memo 

６～７月に白い花をたくさんつける。一重咲、

八重咲があり、どちらも芳香があるが、クチナ

シほどには香らない。一重咲の花は秋に橙色の

実を付ける。耐陰性があり、寄せ植えや庭石に

添わせたい季節感ある小低木。樹高30cmほどの

小型種。ヒメクチナシとも呼ばれる。 

生長：やや遅い 特 記 

アカネ科（APGⅢ） 科 名 

常緑／低木／木本植物／外来種 

コクチナシ（ヒメクチナシ）  

     [ 小梔子（姫梔子） ]  


